





































































































































































































































































































































2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018
871宣言
にじゅうまる宣言数の増加
29
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団体別のプロジェクト数の割合
（2019年1月時点）
事業数,割合（％）で表示
65, 
8%
304, 35%
215, 25%
53, 6%
26, 3%
195, 23%
自治体
事業者
非営利団体
教育研究機関
農林漁業
その他
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目標毎の宣言数
2011年度-2018年度（2019年1月まで）
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275
54
19
54
116
65 129
199
201
106
全国的活動
海外の活動
地域別の宣言数 (2019.1.1)
＊一つの事業が複数県にまたがって実施されている場合
各県ごとに１カウントされている
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にじゅうまる宣言＝ネットワーク拡大の立役者
• 田んぼ10年プロジェクト
• 電機電子4団体生物多様性WG
• 愛知県・岡山市などの自治体
• UNDB-Jや表彰制度（生物多様性アクション大賞、生
きものにぎわい企業活動コンテスト）
• テーマ・主体・地域レベルで、世界目標から活動に
翻訳された。
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ダイフク環境ビジョン2020
ー株式会社ダイフク
• 環境影響の把握
• 資源・廃棄の管理
• 事業所での自然観察
会（モニタリングサイト
1000への参加）
• 各種研究会への参加
（琵琶湖・トンボ100プロ
ジェクト）
環境マネジメントの一環として
http://www.daifuku.com/jp/sustainability/environment/biodiversity/
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未来につなぐふるさとプロジェクト
ーキヤノンマーケティングジャパン
• トナー回収など消費者のコミットに応じた寄付金を基金化（純正トナーや
用紙販売数を増加）
• 社員の環境活動ボランティアできるサイトの発掘
• 基金化し、お金で地域NGOを支援＋地域NGOの「伝える力」「ファンを増
やす力」の向上を支援
• キヤノンの写真教室も活用（商品販促）
収益の拡大＋社員の社会貢献＋知名度向上＋商品販促
35https://cweb.canon.jp/csr/furusato/index.html
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みんなで守ろう！ 日本の希少生物種と豊かな自
然！ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト
ー損害保険ジャパン日本興亜株式会社
• Web約款の推進（紙や、郵送コスト削減）
• 浮いた費用の一部を寄付に！
• 寄付金を、全国各地のNGOの活動支援として活用
• 運営は、日本NPOセンターに委託（管理コスト小）
• 2011年から、725回、36,645名が参加
• http://savejapan-pj.net/
経費削減から生じた余剰資金を生物多様性保全に
36http://savejapan-pj.net/
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国連生物多様性の10年日本委員会の共通目標の一つに位置づけられました
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田んぼの生物多様性向上10年プロジェクト
• ラムサールネットワーク日本：
水田目標を提案。
• 田んぼの生物多様性向上10年
行動計画の参加者はにじゅうま
るメンバーに
• １５０を超す宣言が登録
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国連生物多様性の10年日本委員会と
の協働事業 認定連携事業
• 国連生物多様性の10年日本委員会：にじゅう
まる宣言事業等から、連携事業を認定
• 112事業が認定
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セミナーやワークショップの開催
• 生物多様性四国会議
（毎年度）
• 勉強会や国際会議出
席後の報告会
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国際連携：国連生物多様性の10年の日＠COP14,2018
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日中韓IUCN会員会合
• COP15（２０２０）、中国開催決定を受け
• 日本（COP10議長）、韓国（COP12議長）と、中
国（COP15)の連携構築をスタート
• 2020年（COP15、IUCN世界自然保護会議
2020）に向けた連携を確認。
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話題提供のポイント
• ポスト2020 COP決定とIUCNの議論
• にじゅうまるプロジェクトとは
• ポスト2020への示唆
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にじゅうまるの示唆
8年間、大変だけ必要な手法
• 変化を数字で見られる
• 運営の継続性を確保
• 国内外の愛知ターゲット実施に関する情報
（世界動向・国内NW）のセンター
• 派生事業（田んぼ・UNDB-J認定連携事業・企
業との連携）
• 企業や自治体の生物多様性活動推進に寄与
• ポスト愛知への引継ぎ
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再掲：生物多様性コミットメント メリット
1. 世界目標と国別目標の累積の間に発生する
ギャップを埋める仕組み
2. ポスト愛知へのオーナーシップ（当事者意
識）、ポジティブな雰囲気づくり、CBDコミュニ
ティー外からの注目
3. ポスト２０２０枠組みへの好影響
4. 生物多様性条約と気候変動枠組み条約を
橋渡しする仕組み
COP14
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再掲：生物多様性コミットメント 課題/不明点
• 各国の貢献についてある程度方向性をつけないと、
バラバラの提案がなされて累積を計算できないので
はないか？
• どのように各国の貢献を呼び起こすか？
• 野心的な目標を惹起するか？
• ステップアップさせる手法があるのか？
• 誰がどのように受け入れ（あるいは、内容のチェックを
するのか）、約束の履行（実施）状況を誰がどうフォ
ローアップするのか？
• 国家戦略の違いは何か？
• COPの検討の場とどういう関係性をもたせるのか？
COP14
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